
 
 

 

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
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令

和

七

年

六

月

二

日 
 

参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会 

 

  

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ

き
で
あ
る
。 

 

一 

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
業
務
の
期
限
延
長
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
二
重
債

務
に
苦
し
む
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
等
の
被
災
事
業
者
へ
の
支
援
を
更
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
今
後
起
こ
り
得
る
大
規

模
災
害
に
備
え
万
全
の
体
制
構
築
に
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

機
構
は
、
そ
の
目
的
に
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
地
域
の
経
済
の
再
建
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
出
資
金
等

の
適
切
な
管
理
に
十
分
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
被
災
事
業
者
へ
の
迅
速
か
つ
き
め
細
や
か
な
支
援
の
更
な
る
強
化
に
努
め
る
こ

と
。 

 

三 

政
府
は
、
本
改
正
に
伴
い
、
支
援
基
準
に
被
災
地
域
の
事
業
者
に
対
す
る
迅
速
か
つ
適
切
な
支
援
の
実
施
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
機
構
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
災
害
支
援
を
通
じ
て
得
た
知
見
を
生
か
し
、
関
係
行
政
機
関
、

関
係
金
融
機
関
及
び
他
の
中
小
企
業
支
援
組
織
等
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
被
災
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
実
効
性
あ
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
機
構
と
連
携
し
、
平
時
か
ら
、
機
構
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
事
業
者
に
対
す
る
周
知
を
一
層
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
支
援
の
申
請
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
手
引
き
を
作
成
す
る
な
ど
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
。 

 

四 

機
構
は
、
被
災
事
業
者
支
援
の
強
化
に
努
め
つ
つ
も
、
解
散
時
に
残
余
財
産
の
額
が
株
式
の
払
込
金
額
の
総
額
を
下
回
る

と
き
に
政
府
出
資
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
損
失
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
最
小
限
に
な
る
よ
う
適
切
な



経
営
に
努
め
る
こ
と
。 

 
五 
政
府
は
、
本
法
の
施
行
後
七
年
を
目
途
と
し
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
大
規
模
災

害
を
受
け
た
被
災
地
域
の
経
済
再
建
の
状
況
、
地
域
金
融
機
関
等
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
の
取
組
の
進
展
及
び
機
構

が
担
う
べ
き
役
割
そ
の
他
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
特
に
、
機

構
は
設
置
当
初
か
ら
時
限
的
な
組
織
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
改
正
に
よ
っ
て
三
回
目
の
業
務
期
限
の
延
長
と
な
り
、
災
害
対

策
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 

 


